
令和６年１１月松阪市議会

第13回第２３回
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9月定例会 決算審議について

電子採決を
はじめました
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民生費

42%

教育費

10%

土木費

9%

総務費

9%

衛生費

8%

公債費

7%

商工費

6%

消防費

3%

農林水産業費

3%
その他

3%
約１９億円

約3.5億円

約１９億円

約６9億円約６７億円

約６３億円

約６２億円

議会費 0.5%

約308億円

約５２億円

約４４億円

約２３億円

一般会計歳出
（使ったお金）

約731億円

市⺠1⼈当たり
（令和6年1月1日現在）

15万7316⼈

46万4,626円

民生費
４２％

民生費＝福祉の充実に。

障がい者福祉、高齢者福祉、
子育て支援、生活保護費 など
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特別会計 歳入（収入済額） 歳出（支出済額） 実質収支額

競輪事業 約2９６億1０３６万円 約278億6919万円 約1７億4117万円

国民健康保険事業 約167億８４８４万円 約162億5831万円 約5億2653万円

介護保険事業 約１９５億761７万円 約１８９億19６０万円 約6億５６５７万円

後期高齢者医療事業 約43億８８１０万円 約43億４２４１万円 約4569万円

住宅資金等貸付事業 約656万円 約５８７万円 約69万円

特別会計 合計 約７０３億６６０４万円 約６７３億９５３９万円 約29億7065万円

水道事業会計
収益：35億7487万円
費用：34億4462万円
利益： 1億3026万円

＊高額な受水費が問題

下水道事業会計
収益：50億9945万円
費用：47億6896万円
利益： 3億3049万円

＊一般会計からの繰り入れ
金額が32億円超。

松阪市⺠病院事業会計
収益：113億 591万円
費用：111億7544万円
利益： 1億3047万円

＊医業損益は赤字となるが、
全体では補助金等もあり⿊字。
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予 算 案

（事業や計画）

質 疑

意 見

委員会審査

議員間討議

討 論

採 決

事 業 運 営

決算審議
事業効果

会計処理

意見・提言

新年度予算に

反映させる

9月
定例会
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総務企画分科会・
委員会
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財政と歳入

一般会計決算は、実質収支が

２４億１０５６万円（⿊字）。

この２分の１を下回らない額が

財政調整基金へ積み立てられる。

令和５年度末の財政調整基金は

１３３億円超となった。
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財政と歳入

減額補正後の予算現額に対する決算額の経緯は

固定資産税において償却資産の除却や市外への移動等が多かったこと、
企業の設備投資の伸び悩みから減額補正を行なったが、
家屋の評価替えではなかったため在来家屋の減価がなく、
予算現額を上回ったと考えている

未来投資基金に合併特例事業債を活用しているが、財政指
標にどのように影響するのか

合併特例事業債を活用しているため公債費が増額となり、償還を行なっ
ている間は公債費としての財政指標はマイナスの影響が出る

質疑

応答

質疑

応答
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コミュニティセンター化
第一号として徳和がスタートした。検証等を含めた情報を
全住⺠⾃治協議会に共有することだったがどのようにされたか

実施検証検討会を設置し、徳和地区コミュニティセンターからの報告、聞き取り等を基に検証を
行い、今後指定管理を検討している住⺠⾃治協議会に有益な情報を取りまとめ結果を報告した

コミュニティセンター化して良かった点と課題は

貸館について協議会の考えで行え地域のニーズに応えられる事ができ利用者が増えた
課題としてコミュニティセンターになった周知が進んでいない、令和８年度の一⻫のコミュニティ
センター化に向けさらなる周知を図るべきと考えている

住⺠⾃治協議会、コミュニティセンターの両⽅が周知されるよう尽⼒を求める

質
疑

答
応
答

質
疑

応
答

意見
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特定地域づくり事業協同組合の設立
中山間地域の活性化の大きな核となる事業として特
定地域づくり事業協同組合が３月に設立されたが、
設立に向けてどのような取組みをしたか

飯南・飯高管内の事業所への説明、創立にかかる発起⼈の確保、
協同組合加入の説明会開催などを行い３月１８日に創立総会を開催した。
商工会、地域おこし協⼒隊員のスキル、行政の役割を重ねながら
１年間取り組みを進めた

重要で先進的な事業であり、これか
らも十分な支援を続けるよう求める

質
疑

応
答

意
見
意
見
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防
災 市⺠意識調査において、災害に備えをしている市⺠の割合

が、目標数値に届かなかったがどう分析しているのか

啓発がまだ足りていないものと反省している。
今年は、能登半島地震、南海トラフ地震臨時情報の発表、台風１０号もあ
り、市⺠の防災意識も上がっていると感じているので、さらに防災啓発に努
めていきたい

地区防災計画の策定が進んでいない状況をどう分析しているか

備えと行動を確認するという重要性を十分伝えられていない状況に
あることから、地道に地域に出向くことが重要と考えている

質
疑

応
答

質
疑

応
答
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松阪市議会

説明に対するご意見
をお聞かせください。
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松阪市議会
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松阪市議会

ご意見をお聞かせください。

14



松阪市議会
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